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　セッコク　ラン科
　Dendrobium moniliforme (L.) Sw.

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：－

　ツリシュスラン　ラン科
　Goodyera pendula Maxim.

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：－

■選定理由　減少顕著，採取圧，局限・孤立，希少性。
■生態･形態　乾いた明るい崖壁の岩棚や岩隙に生育する常緑性のラン科草本。茎は膨らみのある円柱形，斜上，叢生す
る。葉は互生，披針形，節ごとに数個つく。花は5～6月，白色～淡紅色，旧年生の茎の上部に数個つける。芳香がある。漢
名は石斛，岩場に生育することを意味している。
■分布　本州岩手県以南，四国，九州，沖縄。
（県内）佐治村，三朝町。
■保護上の留意点　厳重な採取防止。岩崖地およびその周辺の植生保護。

■選定理由　生育環境悪化，局限・孤立，希少性。
■生態･形態　ブナ帯域の渓谷沿いの樹木または岩場に着生する小形のラン科草本。県内ではトチノキに着生を確認。茎
の基部は短く匍匐し上部は下垂，長さは10cm以下。葉は互生，広披針形～狭卵形，鋭頭，葉柄はやや広く，鞘状に茎を抱
く，長さ2～3cm。花は夏期，帯褐白色，半開状，茎頂に穂状花序，Uターンして上に向く，花は一方向に向き多数。
■分布　北海道，本州，四国，九州。
（県内）佐治村。
■保護上の留意点　厳重な採取防止。渓谷沿い自然林の保
護。




